
第 31回利用者協議会議事次第 

 

 

１．日 時  平成 30年 3月 20日（火） 10：00～12：00  

 

２．場 所  TKP秋葉原カンファレンスセンター ホール 8A 

 

３．議 事   

 

（はじめに） 

(1) J-PARCセンター長 挨拶 

 

（確認事項） 

(2) 前回議事録の確認 

 

（報告事項） 

(3) J-PARCセンターの近況について 

 

(4) 平成 30年度の予算について 

 

(5) 加速器の状況及び見通しについて 

 

(6) MLFからの報告 

 

(7) 核変換ディビジョンからの報告  

 

(8) 素粒子原子核ディビジョンからの報告 

 

（協議事項） 

(9) 施設運営に関するディスカッション 

 

 

以上 

 



第31回J-PARC利用者協議会 センター会議 11 月 

国立研究開発法人 
日本原子力研究開発機構 

大学共同利用機関法人 

高エネルギー加速器研究機構 
J-PARCセンター  

齊藤 直人 

 

J-PARCの近況 
第31回J-PARC利用者協議

会 
平成30年3月20日 



本日のご報告 

• 平成30年度基本方針 
• 新標的容器（８号器）の現状 
• 研究成果と広報 
• 将来計画 
• 文科省中間評価 
• IAC 
• 連携 
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平成３０年度基本方針 
• 施設安全安定運転をさらなる大強度・設計

値の実現へ 
– 施設稼働率＞９０％を維持する 
– 大強度化を一層進め設計値の実現へ 

• 加速器 
– LINAC&RCS: 1 MW超の安定運転の段階的実現 
– MR：＞475 kW (FX) と> 45 kW (SX)を現電源で。新電

源整備。 

• 実験施設 
– MLF：現行器、次号器、次々号器で1 MWの受け入

れ準備 
– NU：目立ちつつあるダウンタイムの削減 
– HD：新標的の実現へ 
     新ビームラインの運用 

• 成果創出の継続的加速 
– MLF：サイエンスグループを軌道にのせる。  
   → 研究に正面から取り組める組織に 
– 大学・企業との連携をさらに強化 
   → Spring-8のFSBLのようなコンソーシアム 

• 将来計画の実現へ 
– 大型計画マスタープランのフォローアップ 
– ADS開発を計算科学と要素技術開発で加速 
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MLF：>90% @ > 500 kW 
MR(FX) : > 475 kW 
MR(SX) : > 45 kW 

研究力強化 
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MLF（目標1MW）：500ｋWの利用運転実施（H27年4月、11月） 
           1MW相当パルスでの試験運転成功（H27年1月） 

2018年2月21日現在 

東日本大震災 

ハドロン施設の 
事故  

300 kW 

震災後約10ヶ月の 
運転停止 

1 MW 相当パルス入射 

MLFでの火災後
の運転停止 

500 kW 

中性子標的容器不具合
による停止と容器交換 

ビーム強度の増強（MLF） 
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J-PARC Main Ring (30 GeV) operates beyond 1 MW 

Revised March, 2018 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
This picture shows expected power.
Horizontaｌ is  JFY and vertical is beam power.
Now we are here. 
Here , we have magnet PS upgrade and after that cycle time is gradually shortened.
And we plan to upgrade RF anode power supply here. And we reach 1.3 MW in 2023, if budget is approved as the plan.



運転統計(2017年4-12月)  

2017年4月~2017年12月までの 4,393時間 

Facility User time 
(hours) 

Trouble, 
Acc. only  
(hours) 

Trouble, Fac. 
only 
(hours) 

Net time, 
 (hours) 

Availability, 
Total  
(%) 

MLF 2,953 160 33 2,759 93.4  

Neutrino (FX) 1,528 141 30 1,356 88.7 

Hadron (SX) 954 440 22 491 51.5 
第31回J-PARC利用者協議会 

アップデート版は加速器報告で 



8号機の製作 

B領域前部 

A領域 

部品はワイヤー
EDMで製作 

保護容器先端 

放射線透過検査 
製作メーカーと＆JAEAでダブルチェック 

周溶接 

B領域後部 
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非破壊検査による溶接部の健全性確認 
超音波探傷検査（UT) 

 RTの困難な箇所はUTを行い、B領域の
保護容器ボルト周り（120カ所）を含めた
溶接線を全検査． 

 発見した欠陥は健全性への影響を評価
した上で、必要な箇所を補修. 

1.8×0.7mm 

溶接 

非破壊検査の範囲拡大で、従来より品質確認を大幅に強化． 

欠陥検出画像
の1例 

RTが可能な箇所は全て検査を実施. 

溶接線 （壁厚さ : 8mm） 

放射線透過検査（RT) 

透過画像 
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ターゲットコミッショニングと運転状況 
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温度計測値は解析による予測値と良く一致. 

水銀容器温度 
保護容器温度 

解析 
計測 
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気泡注入による振動の低減効果は
7号機以前のターゲットと同程度. 

気泡無しの場合の振動 

温度計測 振動計測 
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J-PARC  
MLFディビジョン 
中性子源セクション 
ターゲットグループ 

羽賀勝洋 水銀・冷却水流路構造の評価・解析・検討、全般まとめ  

粉川広行 ターゲット構造に関する評価・解析・検討  

涌井隆 ターゲット製作・検査、メーカー対応  

直江崇 ターゲット高出力化の技術開発  

若井栄一 ターゲット製作・検査、メーカー対応  

高田弘 統括 第31回J-PARC利用者協議会 



MLF 成果最大化の取組み 

• 安定な稼働を保つ 
• MLFの一体的な運用

を目指して“共用
ビームタイム”導入
の検討 

• サイエンス＆テクノ
ロジーグループの活
性化 

• サイエンスプロモー
ションボードの活用 
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超伝導磁石システム運転・整備技術支援 

• ニュートリノ超伝導ビームライン-順調に運転中 

• ハドロン実験施設ミュオン実験用超伝導磁石-建設中 

• MLFミュオンの超伝導磁石（U、Dラインなど）-運転中 

ユーザーへの液化ヘリウム、液化窒素の提供 

• 安定して供給できています。（右グラフ） 

極低温装置での協力、ご相談ください。 
 

 

 

低温セクション 

ニュートリノ磁石 

ミュオン実験用超伝導磁石 

 
順調に運転中 

COMET捕獲ソレノイド巻き線中 

液化ヘリウム供給実績【年間21200 ℓ】 

液化窒素供給実績【年間42640 ℓ】 

超高精度NMR 
磁場測定プローブ 
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１．放射線申請関係 
   変更申請（RAM棟の新設等）12/18申請 2/26許可 

２．放射線安全評価委員会（8/29､3/7） 
３．一般安全検討会（8/1､11/8､2/14） 
４．安全体感教育（6/9､8/24､11/22､2/23） 計80名参加 
５．センター長巡視・センター安全衛生会議（9/20､12/8､3/16） 

 良好事例の抽出と共有の取組みに重点 
６．放射線業務従事者再教育訓練(職員等向け)（9/28）：313名受講 
   「大型加速器施設で生成される放射性核種と内部被ばく」など 
 

安全ディビジョン（1/3） 
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７．J-PARC自主防災訓練（11/2）：555名参加 
 
 
 
 
 

８．J-PARC非常事態総合訓練（11/16） 
 ・作業者が放射性物質を含む冷却水を全身に浴びる身体汚染を想定 
 ・J-PARCセンター職員により現地対策本部を模擬 

  
 
 
 

安全ディビジョン（2/3） 
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９．J-PARCセンター安全監査（12/4） 
10. 加速器施設安全シンポジウム（1/25～1/26）124名参加 
  ・放射線安全教育 
  ・重量物運搬における安全確保 
  ・海外研究機関（CERN,Jefferson Lab)からの報告 
 
 
 
 
 

 
 

11. Satellite WS on Safety at Accelerator Facilities(1/29) 23名参加 
   ・Safety Training at Accelerator Facilities 
   ・Safety in Handling Tritium at Accelerator Facilities  

安全ディビジョン（3/3） 
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核変換ディビジョン 
① 核変換実験施設 技術諮問委員会 T-TAC 

• 2018/2/19-20 @J-PARC研究棟（第4回） 

 J-PARCからTEF設計と関連R&Dの進捗、

ADS研究計画見直しに対するJ-PARCの対応

等を報告。 
 Summary talk（全23ページ） 
 技術的内容について多数の勧告。 
 英語版のTEF-T技術設計書の完成を。 
 研究計画見直しにあたり、J-PARCの専門

性を最大限活かし、ADS開発に貢献を。 
 国内外研究機関との協力や研究ポテンシャ

ルのコミュニティへの発信の継続を。 

② ADS加速器に関する 
    MYRRHA - J-PARC情報交換会
議 

• 2018/3/6-7 @J-PARC研究棟 

 ベルギーのADS実験炉プロジェクトである
MYRRHAから研究者3名、J-PARC側は加速
器D、核変換D中心に20数名参加。 

 MYRRHAにおける加速器開発の現状、J-
PARC加速器の運転経験と今後の開発計画な
どを紹介、またADS加速器に求められる高
い信頼性実現のための方策等について議論。 

 Linac加速器等を見学。 
 今回の情報交換は双方にとって非常に有用

であり、今後も継続的に行うこととなった。 
第31回J-PARC利用者協議会 



主なアウトリーチ活動の状況  

 その他の主に子供・市民向けアウトリーチイベント開催 
 那珂研核融合研究所見学会 科学実験教室開催 10月22日 
 多摩六都科学館サイエンスカフェ 10月27日 約39名来場 
 第17回青少年のための科学の祭典・日立大会 11月26日 

 多田将氏講演会「ニュートリノで解明する宇宙の究極の謎」 約60名来
場 

 ブース展示 
              約300名来場 

 
 
 
 

 CROSS 市民講座 於：つくば市役所 12月2日 
 多田将氏、坂元眞一氏講演 約70名来場  

 

多田氏の講演会の様子 

J-PARCブースの様子 

 J-PARCハローサイエンス開催 金曜日 於：アイヴィル 各回約20名来場 
 第9回  9月29日18-19PM「中性子で"見る"世界- モノの中を中性子で透かしてみよう - 」   
 第10回 10月27日18-19PM 「東海村から世界へ！ ニュートリノ実験の最新成果」  
 第11回 11月24日18-19PM 「唸れ！プロトンドライバー」   
 第12回 12月22日18-19PM 「素粒子ミュオンで見る"もの"の姿- 大きなものから小さなものまで - 
     

 大空マルシェ（東海村観光協会主催）出展 10月21日  
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2017年プレスリリース！ 

第31回J-PARC利用者協議会 

2016-11 2017/01/13  地球形成期におけるコアの軽元素の謎に迫る- 鉄へ溶け込む水素を中性子でその場観察 - MLF 無 日刊工業新聞 

2016-12 2017/03/14  1つの金属原子に9つもの水素が結合した新たな物質の誕生 MLF 無 化学工業日報 

2016-13 2017/03/21   コバルト酸鉛の合成に世界で初めて成功し、新規の電荷分布を発見 - 鉛、コバルトの両方に他に例のない電荷秩序、
イオン価数制御の新手法により機能性酸化物の開発に期待 - MLF 無 鉄鋼新聞 

2017-01 2017/04/20  数学のグラフ解析を用いて、新物質の結晶構造を解く手法を開発 MLF 無 日経産業新聞、山形新聞 

2017-02 2017/06/19  電子：自転がふらつくと、軌道も変わる- 磁性物質における電子スピンのふらつきと電子軌道の結びつきが明らかに - MLF 無 マイナビニュース、科学新聞 

2017-03 2017/07/27  200年にわたる謎に終止符、ガラスの基本単位の構造を決定- オルトケイ酸を用いた高機能・高性能ケイ素材料の創出
に期待 - MLF 無 日刊産業新聞、日経産業新聞、化学工業日報 

2017-04 2017/08/04  ニュートリノの「CP対称性の破れ」、可能性さらに高まる【KEK】 NU 無 

朝日新聞、読売新聞夕刊、毎日新聞夕刊、毎日新聞夕刊、産経新聞、
産経新聞夕刊、日本経済新聞夕刊、東京新聞夕刊、茨城新聞、東奥
日報、北海道新聞、山形新聞、 福島民友、埼玉新聞、山梨日日新聞、
下野新聞、河北新報、京都新聞、北国新聞、 静岡新聞、大分合同新聞
夕刊、信濃毎日新聞夕刊、静岡新聞夕刊、赤旗、共同通信、毎日新聞、
時事通信、産経新聞、マイナビニュース、イギリスSTFC 

2017-05 2017/08/10  シリコンを使わない太陽電池の設計に道筋 有機系半導体の特性を解明、次世代型太陽電池の実用化へ期待【JAEA】 MLF 無 日刊工業新聞、電気新聞、日刊産業新聞、電子デバイス産業 

2017-06 2017/08/10  J-PARC施設公開2017のお知らせ 他 有 茨城新聞 

2017-07 2017/08/19  世界初！ 白色中性子線を用いて微量な軽元素を含む物質の超精密原子像取得に成功 - 機能性材料の性能向上に
貢献 - MLF 無 茨城新聞、電気新聞、中日新聞、つくばサイエンスニュース 

2017-08 2017/08/29  生体適合性高分子材料の水和状態と分子構造因子の相関を解明 - 医療用高分子材料の革新的性能向上への応用に
期待 - MLF 無 マイナビニュース 

2017-09 2017/09/08  フラストレーションと量子効果が織りなす新奇な磁気励起の全体像を中性子散乱で観測 - 新しい磁気理論の指針を提
示 - MLF 無 つくばサイエンスニュース 

2017-10 2017/11/10  第9回AONSA中性子スクール/第2回中性子・ミュオンスクールの合同スクールへの取材のご案内 MLF 有   

2017-11 2017/11/15  大井川和彦茨城県知事J-PARCご視察のお知らせ 他 有 茨城新聞 

2017-12 2017/11/17  透過中性子によるスピン配列の観測に成功 - 従来の回折中性子の測定より装置設計の自由度が増し、未知のスピン
配列観測が容易に - MLF 無 日刊工業新聞 

成果以外のお知らせ 
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日本学術会議 大型計画マスタープラン2017 

第31回J-PARC利用
協議  

g-2/EDM 

• 166項目の提案に基づき、28の重
要項目が選ばれた。 

• J-PARCからは、３項目の提案が
あり、２項目が重要項目として選
ばれた。 
– J-PARC実験施設の高度化に よ

る物質の起源の解明  

– 大型先端 検出器による核子崩
壊・ ニュート リノ振動実験 （ハイ
パーカミオカンデ） 

• 1項目は、”検討段階”。 
– 第二ターゲットステーション による

中性子・ミュオン科学 の新たな展
開 

• 文科省ロードマップには「ハイ
パーカミオカンデ」のみ掲載。  

 
第二標的ステーション     

中性子 x 10 +ミュオン x 50  

ハイパーカミオカンデと 
関連 J-PARC upgrade 

J-PARC実験施設の拡充
で探る”物質の起源” 



文科省 中間評価 
• 大規模プロジェクトの約5年ごとの評価 
• テーマ 

–  前回中間評価（平成24年6月）の主
な指摘事項に対する対応 
• 研究能力の更なる向上 
• 教育及び研究者育成の役割につ

いて 
• 国際研究拠点化の役割について 
• 中性子線施設の共用の促進の役

割について 
– 新たな論点について 

• 経営的視点の導入 
• 本格的産学連携の実施 

• 予定 
– 6月上旬ぐらいまでに、評価をまとめ

る 
 
 



J-PARCの通信簿 
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• IAC; NAC, MAC, PAC, A-TAC, 
T-TAC  
– 2/19 – 3/6 
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RaDIATE 発進！September, 2017 

第31回J-PARC利用者協議会 MoU 署名式と研究会に集まった関係者 



MIRAI kick-off! October, 2017 

第31回J-PARC利用者協議会 
日瑞大学協力：大規模施設を使ったイノベーション 



学術・産業 における連携関係 

豪州ANSTOとの協力 
中性子利用環境に定評のあるANSTOとの

協力で、利用者とともに成果を最大化する
環境の整備。 人材交流の促進。 

茨城大学・新専攻設置 
J-PARCの講義と演習で、先端科学と

その施設運営にダイレクトに触れる
機会を次世代を担う若者に。 
クロスアポイントメントによる連携研
究室の運営で人材交流を促進。 

国内大学との連携 

産業界との連携 

J-PARC/住友ゴム  
フェローシップの創設 
先端施設のフロンティアを熟知する
企業人の人材育成 

海外研究機関との連携 

大阪大学 京都大学 

大学のJ-PARC分室設置 
先端施設を用いた大学院教育、将来の施設創りができる人材育成に大きく貢献。
阪大・京大（設置済）を皮切りに、多くの大学が検討中 

ESS との協力 
建設中の欧州中性子施設ESSにJ-PARCで培
われた技術を活かし、研究交流を促進 

カナダTRIUMF との協力 
実験における研究協力だけでなく、人材交流、施
設整備や保守管理におけるノウハウの交換など 

第31回J-PARC利用者協議会 

九州大学 



第31回J-PARC利用者協議会 



加速器の状況及び見通しについて

第31回J-PARC利用者協議会 2018年3月20日

長谷川和男内容

1. 加速器の状況

• MLF（10月以降の利用運転） 300kW→400kW（１月から）

（シングルバンチ）

• MR

• FX運転 ～475kW

• SX運転 50kW連続運転達成、８GeV取り出し・供給

2. 運転の実績及び予定

• 2017年度の運転統計

• 2018年度の運転計画案

• MR増強計画
利用者協議会20180320Ver.30180320



MLF中性子源のビーム運転履歴(@3GeV)

2018年2月21日現在

東日本大震災

ハドロン施設の

事故

300 kW

震災後約10ヶ月の

運転停止

1 MW 相当パルス入射

MLFでの火災後
の運転停止

500 kW

中性子標的容器不具
合による停止と容器交
換

2

利用者協議会
20180320



3

From Jan. 2017 to Feb. 2018

FX

SX SX

FX

MRのビーム運転経過

475kW

50kWESS trouble
夏期停止期間

利用者協議会
20180320

3



Rep.  rate   5.20 s
flat top is  2.61 s 

Efficiency 99.52%
Spill Duty 48%
Spill length  2.05s

Beam Loss (SX region)

2/23 10:13

Spill

2s

遅い取り出し @30GeV
Cycle 5.52  -> 5.20 sec (+6% power up)

4

利用者協議会
20180320



7.3x10^12 ppp (4bunches)  w kicker delay, 5.20s cycle
Average beam power 1.8kW   
Efficiency 97.3% (could be improved by  further beam‐based alignment for the ESSs and SMSs) 
Duty factor 16%  (w/o Transverse RF)
Spill length 0.65s

(2/12 〜22:30)

8GeVでの遅い取り出し
5

Extinction: Ratio of beam in between and 
main pulse beam 

Improved extinction
Shifted  injection 
kicker wave timing

• Good preliminary 
results:1.7x10-8

• Need further 
study for  
<9.9x10-11



運転統計 (2017年度, 4月1日~2月21日まで)
6

JFY2017（H29） from April to February 21: Total 5,521 hours

Facility User 
time 
(hours)

Trouble,
Acc. only  
(hours)

Trouble,
Fac. only
(hours)

Net time,
(hours)

Availability, 
Total 
(%)

MLF 3,863 229 (5.9%) 35 (0.9%) 3,599 93.2

Neutrino (FX) 1,528 141 (9.2%) 30 (2.0%) 1,356 88.7

Hadron (SX) 1,509 498 (33.0%) 38 (2.5%) 972 64.4

For MLF users For MR users

利用者協議会
20180320



ビーム停止要因 (2017年度、4月1日~2月21日まで) 7

• リニアックは前年度に比べて安定となったが、クライストロン高圧電源（HVDC)や冷却水関係
にまだ懸念がある。RFQやビームロスモニターの発報による停止は、長時間の停止には至ら
ないものの数が多い。→ATACでも改善を指摘

• RCSは非常に安定.
• MRは（ESSのトラブルを除いて）前年度に比べてかなり安定。

Number of trips

Downtime (hours) ESS, 
etc.

(558)

Water pump
Ref. Generator

Anode mod.

利用者協議会
20180320



2018年度運転計画案 （4月~7月）
8

利用者協議会
20180320

・3か月を１つのランの構成：イオン源が3か月間交換不要

・MLFの利用運転日数 176（8サイクルx22日）

MLFの使用済み標的輸送のため、1月に停止期間を設ける予定

・MRの運転：電気代との兼ね合い： 利用4－6月、（10~12月は休止、1月以降の運転は今後検討）

保守 Tuning&Study 供給運転 1 ＭＬＦ利用 1 ＭＲ利用
Li, RCS 半日Study 半日供給 0.5 ＭＬＦ半日利用 0.5 ＭＲ半日利用

長期停止



D1
D2

D3

D4

D5

D6

Capacitor banks

New 
buildin

gs

PSs to 
be

installe
d

Building Infrastruct
ure

D4 BM3, 4 完成 年度内完成

D5 BM5, 6 完成 未

D6 BM1, 2 年度内完成 未

J‐PARC MR

MRの増強：新電源棟の建設状況
9

利用者協議会
20180320



Capacitor banks for BM3

BM3_A BM3_B
BM3_C

transformer
Cubicle

Interior of container

MR-D4電源棟での新電源整備
10

（新）偏向電磁石用電源の初号機

屋内には電源本体、屋外にはコンデン
サバンクやトランスが据え付けられ、まも
なく実負荷試験を開始する予定

利用者協議会
20180320



JFY 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

Event HD target Long 
shutdown

FX power [kW]
SX power [kW] 

475
50

>480
50

>480
50

>480
70

>700
> 80

800
> 80

900
> 80

Cycle time of main 
magnet PS
New magnet PS

2.48 s 2.48 s 2.48s 2.48s 1.32
s

<1.32s <1.32s

High gradient rf system
2nd harmonic rf system

Ring collimators
Add.collima
tors (2 kW)

Add.colli. 
(3.5kW)

Injection system
FX system

SX collimator / Local 
shields

Ti ducts and SX devices 
with Ti chamber Ti-ESS-1 (Ti-ESS-2)

Mass production
installation/test

Kicker PS improvement, Septa manufacture /test

Kicker PS improvement, FX septa manufacture /test

New buildings

FX: The higher repetition rate scheme : Period 2.48 s —>  1.32 s for 750 kW.
( = shorter repetition period )                              —>  1.16 s for 1.3 MW

SX: Mitigation of the residual activity for 100kW

Manufacture, installation/test

Local shields

MRの増強計画
11

利用者協議会
20180320



まとめ
12

 2017年度の運転の結果

• MLF：夏前は150kW、標的交換後、300kW、400kW（1月以降） シングルバンチ運転

• MR：昨年に比べて安定

FX ～475kW

SX ～50kW、8GeVでの遅い取り出しに成功、供給

• （年度途中だが）年度全体での稼働率：MLF 93％、NU 89%、HD 64%
(HDが低いのは、4月のESSトラブルによる）

 2018年度の運転予定

• イオン源の交換周期が長くなり、3か月/１ラン構成

• MLFは176日（8サイクル、2017年度と同じ）。

• MRは運転経費の範囲内でできるだけ運転 （4－6月運転、それ以降は未定）

 MRの増強計画

• 予算の都合で全体計画は遅れるが、建屋建設や現場での作業は継続的に実施



第31回�J-PARC 利用者協議会	
2018年3月20日	
TKP 秋葉原カンファレンスセンター ホール8A�

MLF報告�

J-PARC MLF	
金谷利治�



•  夏期保守期間に、従来より構造の堅牢性を改良した新しい中性子標的容器（8号機）に交換。8号機
では、高出力運転時に不可欠なピッティング損傷対策として、微小気泡の注入機能等を装備�

•  2017 年 10 月から 300 kWの運転を行い、2018 年 1月からは、400 kWに増強�
•  年度を通して安定な運転を実施： 171.5 日の利用運転、約 92%の良好な稼働率（3月 14日現在）	

中性子源施設の運転	

図1�2017年度の運転で使用した中性子標的容器の構造（水平断面）（左）と運転履歴（右）�

陽子	
ビーム�

水銀�

陽子	
ビーム�

二重壁 バブラー�

水銀�

8号機�

2号機�

損傷対策無し�



中性子標的容器の交換作業（夏期保守期間）	

図2� 中性子標的容器の交換作業（新しい容器
の装着）	

�

保管容器� 保管容器�
中性子標的容器
（8号機）�ターゲット台車�

中性子標的容器（8号機）（搬入時）� 保管容器に収納した容器をターゲット台車に取り付け�

配管の接続やボルト締め�



•  交換した中性子標的容器（2号機）のビーム入射部を、ホールソーを用いた試験片切断装置
で切り抜き、 200 kWと150 kWによる運転で生じたピッティング損傷の深さを計測した。�

•  損傷深さはビーム最大深さは約 300 µmと評価し、き裂の進展に至る許容深さとして設定し
た1.3 mm よりも浅いことを観測した。	

•  切断装置では、水溶性切削油の使用や駆動速度の調整により、円滑に切り出しができるよう
改良を施した。	

•  現在使用している8号機の損傷度の測定は、高出力運転に対する損傷抑制効果や容器の
寿命評価の上で、非常に重要である。	

中性子標的容器のピッティング損傷の観察	

図3� 中性子標的容器2号機から切り出したビーム入射部試験片（左）と観察された損傷の一例（中
央）及び試験片切り出し装置のホールソー（コールド試験時）（右）�

切削油供給ノズル�



今後使用する中性子標的容器の製作	

•  現在使用中の中性子標的容器と同じ構造の予
備機（9号機）の組立が完了。�

•  熱負荷の高い容器前半部を一体加工で製作し、
総溶接長さを半減したことが構造上の特徴。	

•  超音波検査法を駆使して溶接部の欠陥を注意
深く検査した	

保護容器�

図5�半無拘束型中性子標的容器の概念（断面図）と	
���主な部品	

図４　中性子標的容器９号（容器正面から撮影）	
　	

•  次のステップとして、熱負荷の高い容器前半部
の水銀容器と保護容器の拘束を無くし、強い
熱応力の発生を防止するとともに、容器後半部
のボルト構造を排除して、ボルト接続部を起点
とする欠陥の可能性を排除した半無拘束型標
的容器の製作を進めている。	

•  熱変形の少ない電子ビーム溶接の特性を最大
限に利用しつつ、確実・堅固な溶接接合を行う
ため、総計で数百ケースに上る試験片を用い
た溶接条件の検討を行っている。�



•  中性子標的容器は強力な放射線による材料劣化に
より交換が必要.	

•  MLF棟の保管室の収納限度があるため、持続的に
施設を稼働させるために、新たな保管施設として 
RAM 棟を整備してきたが、2017年12月25日に建設
工事が完了。�12月26日から建家の管理を開始。	

•  運搬に使用する運搬容器と遮蔽容器の製作等を行
い、平成30年度にMLF棟から運搬することを計画	

60トンクレーン�

14
m

�

14m�

4.
9m

�

遮蔽ピット蓋�

地下ピット�

排気筒�

RAM棟（放射化物使用棟の完成）	

遮蔽ピット
蓋	

図7�建家縦断面図及び建家内概観写真� 図8�使用済み中性子標的容器運搬の概念図�

図6�RAM棟外観写真�



2016 年度	 2017 年度	 2018 年度	 2019 年度	 2020 年度	

　開発中	

ピッティン損傷の低減するための対策 	

二重壁	 気泡生成器	

陽子	

水　銀	

２号機：ピッティン損傷への
対策なし	

水　銀	 水　銀	

陽子	 陽子	
二重壁	

500	kW	から 1	MW	の範囲で段階的に強度を
増加する計画	
　但し、８号機のビーム入射部の損傷度を観
察し、その結果から強度を決定予定）	

0	

100	

200	

300	

400	

500	

600	

700	

800	

900	

1000	

陽
子

 ビ
ー

ム
強

度
　

（
kW

）
	

２号機 (200 kW)	
#2 (150 kW)	

８号機 
400 kW （１月から） 
500 kW （４月から）  
1 MWでの試験 （６月末）	

1 MW 試験	

運転計画	

7 

ビーム入射部近傍の気泡量を増加し	
損傷低減効果の向上を図る�

気泡生成器	

水　銀	

今後のビーム出力シナリオ　　	



J-PARCの中性子源と米国SNSとの陽子ビーム条件の比較�

8 
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陽子ビーム出力、kW	

JｰPARC	
25Hz	 SNS	

60Hz	

#1 �
#2 �

#3 �
#5 �

#7 �

#1 �
#2~#16 �

•  陽子ビーム入射による衝撃損傷は1パルスのエネルギーが支配要因．	
•  J-PARCの水銀ターゲットが受ける1パルスのエネルギーは既に世界最高レベル．	
•  SNSの水銀ターゲットは、これまで稼働した16基のうち7基が水銀容器の不具合で計画外停

止．�

同じ陽子ビーム出力でも、
1パルスのエネルギーは	
J-PARCがSNSの2.4倍�

1秒間に25パルス入射�

1秒間に60パルス入射�

2.4倍�

時間�

時間�

パルス陽子ビーム�
J-PARC (25Hz) �

SNS (60Hz) �



物質・生命科学（ＭＬＦ）（中性子利用系）	物質・生命科学（ＭＬＦ）（中性子利用系）	

BL06 VIN ROSEで一部共同利用開始	

ユーザーによるMIEZE実験の様子⇒	

BL06 VIN ROSEは、2017B期よりMIEZE部分について 
共同利用を開始。全４件（光・量子関連[２件]は反射率 
測定+MIEZE測定）を実施した。	
	

BL23 POLANO　コミッショニング進行中	
20170619_ChamberUp_BL23_Read_8-[Phosphor] 

BL24側 

BL22側 

下側 

上測 

Beam direction 

SEOP架台 

ポリエチレン 
ブロック 

アルミカバー 

IP 上流 下流 
散乱槽側 IP size = 200 x 400 mm2 

Imaging plate はポリエチレンブロックのビーム取り出し口に貼り付け 

露光時間： 100sec  
（シャッター開のボタン押してから、閉を押すまで） 
 
※IPの中心 ≒ ビームの中心 

2017/06/19 BL23 POLANO 

PHA	gains	of	individual	PSD	

detector	(d,p)-map		

逆格子空間での表示を行い、解析
ソフトの動作を確認	

検出位置情報の調整	

検出器動作
電圧の調整	

ビームプロファイ
ルの確認	



開催 
2017年度量子ビームサイエンスフェスタ �
第9回MLFシンポジウム・第35回PFシンポジウム、MLF将来計画検討会�

2018年 3/2(金)~3/4(日)  茨城県立県民文化センター（水戸市） �

実行委員会�佐野亜沙美、小嶋健児、平野馨一�他14名 
主催：J-PARCセンター, KEK物構研、CROSS、
PF-UA、MLF利用者懇談会�

32名参加	施設見学（MLF）	

MLFシンポジウム	

�招待講演　S. Schmidt　（デンマーク工科大学） 
“Development of 3DND/ 3DXRD and polarimetric 
tomography” 

　他　口頭発表15件、ユーザーからの要望（MLF利用懇）	

MLF将来計画検討会	 日本中性子科学会、日本中間子科学会主催	
　約130名が参加し、MLFの将来計画を議論	

基調講演	
高尾正敏氏（元大阪大学／パナソニック）	
「スモールをメディアムへ束ねる場・大型研究施設」	
有馬孝尚氏（東京大学、理化学研究所）	
「物質科学者として量子ビームに何を期待しているか」	
他　口頭発表　29件、ポスター発表　287件	

量子ビームサイエンスフェスタ	

物質・生命科学（ＭＬＦ）（中性子利用系）	



開催 
第9回AONSA中性子スクール/第2回中性子ミュオンスクール�

表記の合同スクールが、11月16日~20日の期間、いばらき量子ビームセン
ター、MLFを用いて行われた。参加者は、日本から9名、韓国から10名、イン
ド、オーストラリア、タイの各国から5名、中国とインドネシアから各4名、マ
レーシア2名、ネパール、ニュージーランド、ロシア、台湾、ベトナムから各1名
の合計49名だった。このスクールは、AONSA、IAEA、日本中性子科学会、
KEK、総研大より支援金を頂き、開発途上国家からの参加者には広く旅費
支援を行った。	
参加者は、中性子科学9講義、ミュオン科学4講義を受講した後、MLFの10
台中性子装置と1台のミュオン装置に分かれてHand-on Experimentを楽し
んだ。	
	

物質・生命科学（ＭＬＦ）（中性子利用系）	



	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

研究目的：  TRIP鋼は、外力が加わった場合に組織構造が変化する特徴を持つ材料で、衝撃吸収特性に優れているため、
自動車などの構造部材に用いられている。組織構造の変化の挙動をパルス中性子を用いた回折実験とその場
解析により定量化することで、TRIP鋼改良の指針を得ることを目的とする。	

成果　✔　自動車に使われる先端鉄鋼「TRIP鋼」の引っ張り力に対する結晶構造の変化及びそれがもた
らす影響を、中性子回折実験で詳しく解明することに世界で初めて成功 

✔　外力の引っ張りによってTRIP鋼に含まれる「残留オーステナイト」の結晶構造が変化（相
変態）して生じる　「マルテンサイト」が鉄鋼の強度を高めていることを実験的に引っ張り
ながらその場で詳しく解析し、証明 

✔　TRIP鋼の炭素含量の違いは鉄鋼の相変態による強度変化に影響しないことも証明 
ü  さらなる自動車の軽量化と衝突安全性を高めるためのTRIP鋼の開発に有用 
 

今後の計画・課題：　TRIP鋼の加工熱処理状態での中性子回折のその場解析へと発展させ、TRIP鋼の組織
状態と機械特性との関係を定量化する。 

S. Harjo et al. Scientific Reports, 7, 15149 (2017)、　H30.2.26プレス発表 

変形が進むと、 
マルテンサイト 
の応力が大きく
なるとともに、

体積率も増えて
、材料の強化
への寄与が相

乗的に増大	

Stefanus Harjo, Noriyuki Tsuchida, Jun Abe &Wu Gong, “Martensite phase 
stress and the strengthening mechanism in TRIP steel by neutron diffraction”, 
Scientific Reports, doi:10.1038/s41598-017-15252-5	

自動車用鋼板の開発に新しい道筋�
　先端鉄鋼「TRIP鋼」の引張力に対するふるまいを実験的に解明�



	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

　　層状結晶化合物の乱れた構造がもたらす機能発現のメカニズムを原子レベルで解明�

研究目的：  熱電材料として注目される層状結晶化合物セレン化クロム銀（AgCrSe2）の優れた性能を、構造相転移
と原子振動の観点からパルス中性子と放射光を用いて解明。熱電材料としての性能を上げるため
の指針を探る。	

	

成果　✔　AgCrSe2の中に層状に入っている銀原子が、450K（177℃）以上で流動化して液体状になる「超イ
オン伝導体」への転移現象を、米国SNSの中性子ビームと大型放射光施設SPring-8のX線を用いて解析 

✔　熱電材料としての優れたAgCrSe2の性能に、超イオン伝導転移で生じる銀一原子層の二次元液体が横
波振動を遮る現象が関与していることを、J-PARCのパルス中性子ビームを用いた非弾性散乱で解明。 

✔　同様な構造の層状結晶化合物で重元素が液状化すると高性能な熱電材料が実現する可能性を示唆。 

今後の計画・課題：　論文中で予測した同一の構造を持ち得る他の物質を探索し、銀より重たい元素が流動化
する超イオン伝導転移を見つける。この中から、さらに熱電性能の優れた物質を発明する。 

Bing Li et al. Nature Materials, 17, 226 (201８)、  H30.3.15 プレス発表 

低温相では銀原子は2サイト（図の緑もしくはピンクのサイト）を排他的に取る 
超イオン伝導相では流動化し二次元液体に	

低温相で見られる低エ
ネルギー励起の横波振
動は銀原子が大きな寄与	

低エネルギー横波振動が銀
層の流動化により消失	

消失	

横波振動	

一般に固体では原
子振動は横波と縦
波で伝わるが、液
体では進行方向と

垂直に振動する横
波は存在しない。こ
れが原子一層から

なる二次元液体で
も成り立つことが分
かった。	

B. Li, H. Wang, Y. Kawakita, Q. Zhang, M. Feygenson, H. L. Yu, D. Wu, K. Ohara, T. Kikuchi, K. Shibata, T. 
Yamada, X. K. Ning, Y. Chen, J. Q. He, D. Vaknin, R. Q. Wu, K. Nakajima and M. G. Kanatzidis , “Liquid-like 
thermal conduction in intercalated layered crystalline solids”, Nature Materials, DOI：10.1038/s41563-017-0004-2	

エネルギー変換デバイスの高性能化に新たな道筋�



	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

研究目的：  磁性単結晶試料のスピン配列を、Ｊ−ＰＡＲＣの大強度パルス中性子を用いた透過率測定法により、従
来の中性子回折法よりも容易に観測・決定する。	

今後の計画・課題：　より複雑なスピン配列の試料の測定や、多重極限環境下でのデータ取得・解析を進め、ス
ピンが生み出す新機能の探索範囲の拡大に貢献する。 

H. Mamiya et al. Scientific Reports, 7, 15516 (2017)、　H29.11.17プレス発表 

Hiroaki Mamiya, Yojiro Oba, Noriki Terada, Norimichi Watanabe, Kosuke Hiroi, 
Takenao Shinohara and Kenichi Oikawa, “Magnetic Bragg dip and Bragg edge 
in neutron transmission spectra of typical spin superstructures”, Scientific 
Reports, doi:10.1038/s41598-017-15850-3 

磁性材料のスピン配列の観測に新しい手法�
　透過中性子によるスピン配列の観測に初めて成功�

単結晶試料で計測した中性子透過率の飛行時間、飛行速度、波
長依存性、及び得られたスピン配列。	
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中性子回折手法と透過率測定手法の比較。試料環境装
置の設計が飛躍的に容易に。	

成果　✔　超格子スピンをもつ酸化ニッケル単結晶のスピン配列を、従来の中性子回折法に比べ試料空
間設計の制限が大幅に緩和される中性子透過率測定法により、世界で初めて観測成功 

✔　透過中性子の強度とその波長依存性を解析し、既知のスピン配列を再現する透過率スペクト
ルが得られていることを確認 

✔　多重極限環境下での未知のスピン配列構造の探索に、本手法が有効に使える道筋が得られた 



物質・生命科学（ＭＬＦ）（中性子利用系）	

spin-up neutron�

spin-down neutron�

Polarization�

基盤開発	 世界最高クラスの偏極性能の中性子偏極ミラーを開発
イオンビームスパッタリング法を用い、鉄とGeを厚さを変えな
がら交互に積層することにより、世界最高クラスの偏極性能を
有する高性能中性子偏極ミラーを開発した。本成果はMLFに
おける将来の中性子偏極実験に応用可能な成果である。	

R. Maruyama et al., Nucl. Instrum. Methods Phys. Res. A, vol.888, p.
70-78, 2018	

項目	 得られた性能	

臨界角	 m=5 (Niの5倍、約5000層）	

上向きスピン中性子の反射率	 70%以上　　（m≦5）	

中性子偏極率	 平均97.2%　（1≦m≦5）	

3He代替中性子検出器の開発技術に関する特許を取得

日本特許取得番号  特許第6218224号 (2017/10/06)	
米国特許取得番号�U.S. Patent No. 9268045 (2016/02/23)	

3He代替検出器として、高真空中でも使用可能な円筒型のシ
ンチレータ検出器を考案し、その原理を実証すると共に特許を
取得した。本発明は現在の中性子散乱装置で使用されている
長尺3He-PSD管を代替する性能と形状（効率、計数、真空装
填、形状、タイリング性）を有するシンチレータ検出器を提案す
るもので、将来の先進的分光器の実現に道を拓く成果である。	



16�

物質・生命科学（ＭＬＦ）（ミュオン）	

ミュオン生成回転標的の稼働状況	
p  2014年9月導入以来、3年超にわたり順調に稼働中.	
p  陽子ビーム照射履歴 （2018年1月時点）	

~8000	h+1230	h	（Nov.2014-Jan.	2018）	
						150	kW	:	4290	h,	200	kW	:	2300	h	
						300	kW	:	950	h+	1130	h,	400	kW	:	100	h	
						500	kW	:	460	h	(Oct.	2017~	in	red)		
p  累積回転数	:	～9.3	M	回転	

(設計寿命:	50	M	回転)	
p  最近、駆動モーターのトルクに若干の異常が	
　  見られたが、自然復旧（経過観察中）。	
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80mm�

Aluminum�

Horizontal � Vertical �σ=5.19mm� σ=10.04mm�

10mm�

Sample	
PosiMon	

DSL2 	UD:120 LR:120	
DSL3-2 	UD:120 LR:15	

Lead�
30 MeV/c�

µ- �

物質・生命科学（ＭＬＦ）（ミュオン）	

Dラインでの低エネルギー負ミュオンビーム調整進捗	

ビームスポット
サイズ、運動
量幅ともにこれ
までより大幅に
改善。	
薄膜試料等の
非破壊元素分
析が可能に。�
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物質・生命科学（ＭＬＦ）（ミュオン）	

超低速ミュオンビーム調整運転進捗	
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µ+42個/s@F3	

µ+28個/s@F6	
(試料位置)	

飛行中に自然崩壊で~30%が失われ
ることを考慮すると、ビームラインの
輸送効率~95%を達成.	

PPP=300	kW	

UVレーザー出力	
=	1-4	µJ/pulse	(…終
段YGAGアンプ無し)	

銀板試料で横磁場µSRスペ
クトルを初観測！（磁場＝
20ガウス、1	x	106イベント、
測定時間＝3日）	

ビームプロファイル�

〜 10 mm 
(FWHM)�

〜 5 mm 
(FWHM)�
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物質・生命科学（ＭＬＦ）（ミュオン）	

SラインS1実験装置試料環境高度化：試料温度領域拡大	

•Oxford 3He (0.3 K - 300 K) �•ICEOxford (1.5 K - 500 K) �

高温（〜500 K）での試験
運転完了（ただし、最近
OVCで故障発生、原因調
査中）。�

試験運転（東海1号館）は順調	
近日中に実戦投入予定。�

オンライン制御(IROHA2)	
対応完了�

オンライン制御(IROHA2)	
対応完了�
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MLF第１実験ホールHライン受電ヤード新設工事	

物質・生命科学（ＭＬＦ）（ミュオン）	

将来のHラインの整備に伴う電力需要増大に対応するために新たに受電設備
を設ける工事がMLF建屋東側で進行中。	

MLF第1ホール�

受電設備設
置予定地	

電力ケーブル経路�
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ご清聴、ありがとうございました�
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行事
2017
• 10/16 ~12/22: NUビーム
• 12/13 ハドロン標的レビュー
• 12/19: FIFC@つくば
2018
• 1/15-2/26: HDビーム
• 1/15(月)-17(火) 25th PAC
• 3/5,6: IAC
• 3/9~ NUビーム
• 3/26-28@東海 「ハドロン実験施設拡張計画ワークショッ

プ」 https://kds.kek.jp/indico/event/26022/
• 4/12?13? 文科省中間評価第３回(素核の大強度化)
• 4/20 尾崎敏さん追悼シンポジウム＠学士会館

https://conference-indico.kek.jp/indico/event/41/
• 7/18-20 PAC
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10/16 に秋のビーム運転を開始し、
12/22 9:00に2017の運転を終了した。
- 反ニュートリノモードでデータを収集した。
- 終盤は475kWを達成し、
概ね安定に連続運転を行なった。

- この期間の積分POTは3.94x1020であった。
ビームパワーの最後の１歩（450kW越え）
に時間がかかり、目標（470kWx85%）の
93%に留まった。

3月のビーム再開に向けて
各種保守作業を行なった。

- SKは極めて順調であった（停電x2回あるも）。
- ビーム関係：ビーム停止前日に水素再結合器が
トラブル停止。修理を行なった。

- 前置測定器の電磁石冷凍機にトラブルがあり、
定格2900Aのところ2700Aまでしか励磁出来
なかった。修理を行なった。

夏の国際会議に向けて、解析を進めている。

ニュートリノ報告

3.94
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
220.5 + 173.4
 x 10^18 = 



3/9 にビーム運転を再開した。

1,2月の保守作業ののち、
3/9からニュートリノ運転を再開した。
- 460-470kWで概ね安定に連続運転中。
反ニュートリノモードでデータ収集中。

- 5/31 9:00まで運転予定。
5.14x1020 POT(470kWx85%)を蓄積し、
反電子ニュートリノ出現事象の測定を目指す。

装置の状況
- ビーム：順調に運転中。水素再結合器の修理も完了し、安定稼動中。
- ND：電磁石冷凍機の故障は修理完了した。

3/10に電磁石電源の配電盤が地絡でトリップ、磁石運転停止。原因究明中。
- SK：極めて順調。

T59Wagashi+BabyMIND、T66NINJAも稼働中。

ニュートリノ報告
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
220.5 + 173.4
 x 10^18 = 



Some statistics 
presented in IAC
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ステライルニュートリノ探索実験 @ J-PARC MLF
(JSNS2

(J-PARC Sterile Neutrino Search at J- PARC Spallation Neutron Source), J-PARC E56)

Hg

JSNS2

 ステライルニュートリ
ノが存在する際に起
こる短基線での
νµνe 振動を探索。

 MLFでの短パルス
ビームを用いµ+静止
崩壊で生成される超
純粋なνµを使用可能。

50ton有効体積
Gd入液体シンチレータ検出器

輸送中のタンク＠八間道路前
• TDRを2017年5月にPACに提出、

11月に改訂版を提出。PAC・FIFCで審査

• 測定器ステンレスタンクを J-PARC MR第一機械棟前で建設した（右上写真）。
３月14日にHENDEL棟への輸送を行なった（右下写真）。
今後HENDEL棟でPMT・アクリルタンクのインストール作業を行なう予定。
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ハドロン実験施設
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Hitoshi Takahashi(J-PARC/KEK), IAC2018 slide
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Hitoshi Takahashi(J-PARC/KEK), IAC2018 slide
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Hitoshi Takahashi(J-PARC/KEK), IAC2018 slide
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Hitoshi Takahashi(J-PARC/KEK), IAC2018 slide



* 1/13（土）MR調整開始、15（月）SX調整と利用運転を開始し2/26（月）09:00まで実施。
SX機器復旧確認の後スタディを進め、50kWの連続運転を達成しました。

COMET(8GeV試験)、E40、E03

E40のCATCH検出器
ハドロン実験準備棟で
宇宙線測定した後に

K1.8実験エリアで再構築
（12月）

ハドロン実験施設

dedicated (8 days) tests tests
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積算陽子ビーム量
(kW*days)

1月 2月

到達度：

93%
1010 kW*days

COMET
8GeV試験

COMET
8GeV試験

• K1.8BRビームラインでE31実験を実施。
• COMET実験のための 8GeV の陽子ビーム取り出しを始めて実施。

ハドロン30GeV利用運転（2018年1月-2月）
ビーム開始時の見通し
（運転効率100%を仮定）：

1082kW*days

5.20秒周期5.52秒周期
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ハドロン30GeV利用運転のビームパワーの増強

• 51kW 定常運転達成

• 積分強度: 5811kW*days
• 1-2月：1010kW*days (+20%)

最大: 51kWESS のトラブルによる
制限（37kW）

ビームパワー (kW)

積算陽子ビーム量 (kW*days)

ビームパワー (kW)
積算陽子ビーム量 (kW*days)



Achievement in Jan-Feb run

15

We achieved the goal of E31 2ndKOT

Collected 1.01×1019 POT in physics run



Nagae-san’s slide in IAC16
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HD標的

Strategy of target upgrade
• The presented design of the next indirectly-cooled target, based 

on the experience, is appropriate.
Radiation safety including credible accident
• Radiation safety is appropriately considered.
Cost of manufacture and R&D
• The cost of the next indirectly-cooled target is extrapolated from 

the current target and seems appropriate. Further reduction of the 
cost is expected.

Next target design is appropriate and ready to build
To be manufacutured in JFY2018 and installed in JFY2019 18

Recommendations

Hitoshi Takahashi(J-PARC/KEK), IAC2018 slide



Beyond 100kW target

19
Hitoshi Takahashi(J-PARC/KEK), IAC2018 slide



Hadron statistics (prepared for IAC)
KOTO Nuclear physics

20



Resonant Laser Ionization of Muonium (106 µ+/s)

Graphite target
(20 mm)

3 GeV proton beam
( 333 uA)

Surface muon beam 
(28 MeV/c, 4x108/s)

Muonium Production 
(300 K ~ 25 meV⇒2.3 keV/c)

New Muon g-2/EDM Experiment at
J-PARC with Ultra-Cold Muon Beam 

Muon LINAC (300 MeV/c)

Silicon
Tracker

Super Precision Storage Magnet
(3T, ~1ppm local precision)

Features:
• No strong focusing
• Super-low emittance muon beam
• Compact storage ring
• Full tracking detector
• Completely different from BNL/FNAL method21



Muon RF acceleration for the first time!

22

J-PARC MLF D2 area, October 
2017

Slide by M. Otani



COMET at J-PARC
•Target S.E.S. 2.6×10-17

• ８GeV Pulsed proton beam at J-PARC
•Insert empty buckets for necessary 

pulse-pulse width
•bunched-slow extraction

•pion production target in a solenoid 
magnet

•Muon transport & electron momentum 
analysis using C-shape solenoids
•smaller detector hit rate
•need compensating vertical field

•Tracker and calorimeter to measure 
electrons

•Staged approach (Phase I & II)  to 
realize the final target sensitivity

Transport Solenoid

8GeV proton beam

pion production target

muon transport 
solenoid

muon stopping 
target

electron transport 
magnetelectron 

spectrometer
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8GeV Extraction
& Extinction Measurement

• 1st trial of 8GeV acceleration and extraction to the abort 
line (FX) and Hadron Hall (SX) in Jan. - Feb. 2018.

• 4 bunches out of 9 bunches are filled with protons to 
realize the COMET beam time structure

• Same number of protons per bunch with that of Phase 
I beam

• Injection kicker timing is shifted to kick in only the filled 
bunch

• SX with RF HV on to keep the bunched time structure

Hadron Hall
Primary Target

w/ kicker shift = improved extinction • Measurement in SX using secondary beams

• Proton leakage is appeared in K4_rear only within very early 
extraction timing (<0.1sec)

• No leakage is appeared in other region

• By rejecting <0.1sec events, upper limit of extinction is 
obtained: <6.0 x 10-1125



• Jan-Feb: SX
• Mar.9-May: NU
• Jun: HD

– E62 + few d for E40
• After Summer 2018

– To be discussed in 
next PAC

– SK is not operational 
from June – Dec

– KOTO will be 
upgrading from July 
– Jan/2018

– Suggesting to 
operate Jan-Mar 
2019

https://j-parc.jp/researcher/Hadron/en/pac_1801/PAC25_minutes_PACagreed20180314.pdf
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New accelerator power middle 
term plan

• Power supply upgrade in FY2021 (if funding is available)
– Whole year shutdown for installation is foreseen

• First presented in IAC
• Communication between J-PARC and user community is necessary

29



https://kds.kek.jp/indico/event/26022/
30
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http://j-parc.jp/ https://youtu.be/6kXgS75ryqc

http://j-parc.jp/
https://youtu.be/6kXgS75ryqc
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まとめ
• ニュートリノ

– 10/16~12/22: ビーム（反ニュートリノモード）
• 475kW
• 積分POT3.94x1020

– 3/9~ 460-470kWで実験中(反ニュートリノモード）

• ハドロン実験施設
– High-p/COMET実験施設建設進行中
– 1/15-2/26：HDビーム

• 50kW定常運転達成
• 1010kW.days蓄積(目標の93%)
• E31 2nd run予定通り終了

– E13のフッ素結果 PRL
– 標的：90kW次期標的2019年度設置予定。

• ミューオン
– 世界初ミューオン（Mu-）加速成功
– ８GeVバンチドスロー取り出しテスト、Extincition測定。

• PAC
– 3/9~５月 NUビーム
– 6月： HDビーム

• 加速器の中期アップグレード計画更新
• ハドロン実験施設拡張ワークショップ 3/26-28 

– https://kds.kek.jp/indico/event/26022/
• APS J-PARC プロモーションビデオ

34
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